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１．はじめに

　人間は有史以来，経済活動を発展させ，人やモノ，資本が世界各地域を越境と流動化している（長友，

2017）。このような行き交いに伴って生物も地域間を移動し，他地域へ移動した生物を外来生物と呼んで

いる。Smith・Bazely・Yan（2011） は，貿易の自由化や旅行により外来生物の移動ルートは多様になり，

土地改良や気候変動により外来生物の定着が高まるとしている。人間の活動が活発になるにつれ，増え

そうな外来生物だが，鷲谷（2004）は外来生物のリスクとして，①在来生物を捕食，②在来生物との競争，

③病原菌などの持ち込み，④遺伝子の撹乱，⑤生態系の破壊，⑥産業への被害，をあげている。

　このような外来生物のリスクが指摘されている中，1995年の国連地球サミットでは外来生物の危険性

と絶滅種増加をあげた。そこから，2002年の生物多様性条約第６回締約国会議（以下　締約会議）で，外

来生物対策の指針が採択された。そこでは，外来生物の予防や撲滅，封じ込め，防除などが指針として掲

げられている１）。国内においても，2004年に「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する

法律」が制定され，施策として外来生物の管理をスタートさせた。さらに，環境省・農林水産省からも「特

定外来生物被害防止基本方針」（以下　基本方針）が示され，ここでも締約会議同様，特定外来生物の防

除などが掲げられている２）。締約会議でも，基本方針でも外来生物の防除があげられ，環境省，都道府県，

市区町村などの取り組みによって，防除は遂行されている（例えば沖縄県，2018）。また，締約会議，基本

方針では，防除以外に外来生物の教育や普及啓発も方針としている１）２）。

　学校の教育課程編成は学習指導要領に則って行う，と学校教育法施行規則第52条に定められている。

そこで，現行の『小学校学習指導要領』（文部科学省，2008a）の生活科と理科，『中学校学習指導要領』（文

部科学省，2008b）の理科，『高等学校学指導要領』（文部科学省，2009）の理科において，外来生物に関

する記載を確認した。その結果，『中学校学習指導要領』（文部科学省，2008b）には「『外来種』について

触れる」と明記されており，現在，国内で使用されている中学校理科の検定教科書（３学年分15冊）全て
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　小学校理科の教科書に「自然の池や川にメダカを放したり，水草をすてたりしない。」と記載されている。この

文言を主発問とした授業実践を行った。この主発問を解答するためには外来生物の知識が必要となる。そのため

に，本実践では沖縄での外来魚グッピーと在来魚メダカを教材とした外来生物を児童に学習させた。学習前後の

児童の解答を見ると，生物放逐禁止を視点とした解答は学習後に有意に増えていた。本実践から小学生に外来生

物の教育は有効と考える。また，外来生物教育は，持続可能社会を形成する市民の育成にもつながる。今後，学習

者の発達段階に応じた外来生物教育の体系化が望まれる。
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を確認したところ，第１学年，第２学年の全ての教科書には外来生物に関する記載はされてなく，第３

学年の全教科書（５冊）には外来生物が記載されていた（有馬ほか，2016；細谷ほか，2016；岡村ほか，

2016；霜田ほか，2016，吉川ほか，2015）。第３学年の教科書のみに外来生物が記載されていた理由は，

第３学年で学習する単元「自然と人間」で外来生物について扱うと学習指導要領に明記されているから

である。外来生物の明記がない学年の教科書では，外来生物の登場はなかった。学習指導要領に外来生

物の扱いが書かれていない高等学校の理科の教科書では，科目生物と科目生物基礎の全検定教科書に外

来生物についての説明があった（15冊）。『高等学校学習指導要領』（文部科学省，2009）に明記されてなく

ても，教科書会社の判断での外来生物記載に至ったと考える。中学校と高等学校の理科授業では，外来

生物に関する学習をある程度行なっていることが予想できる。

　学習指導要領に外来生物の扱いが書かれていない小学校の理科の検定教科書第３学年から第６学年

（24冊）を確認すると，第６学年の１冊のみで外来生物（教科書では「外来種」と表現）が確認できた（霜

田ほか，2015a）。『小学校学習指導要領』（文部科学省，2008a）での外来生物の記載状況と教科書での記

載内容から，小学校理科授業での授業実践は少ないように推測できる。論文検索サイトCiNiiで，論文タ

イトルに「外来生物」と入力し，検索すると，502件の論文がヒットした（2019年８月28日現在）。ヒット

した論文の殆どは外来生物に関する自然科学的知見からの論文，または外来生物への対応策であった。

学校教育における実践論文は３件で，その全てが中学校での実践であった。さらに，キーワードを「外来

種」に変えて検索をかけると，772件ヒットし，ここでもキーワード「外来生物」同様，中学校実践論文が

１件のみであった（同日現在）。

　上記のことから，学習指導要領と教科書で外来生物の扱いが弱い小学校では，外来生物を教材とした

授業はあまり行われていないと考えられる。しかし，外来生物対策としては教育も必要であり，外来生

物教育が中学校の発達段階からでよいのか疑問が残る。その理由は，小学生でも家庭でペットを飼うこ

とがあり，ペットを野外に放逐すると，そのペットは外来生物と化して，地域に悪影響を与える懸念が

起こる（岡本・中村，2009）。現に，飼いネコがノネコとなり，沖縄県版レッドデータブック掲載種を捕

食している（河内・佐々木，2002）。また，野外に逃走した人気のある外国産甲虫類と国産甲虫類との交

雑により，遺伝子の撹乱も起こっている（細谷・荒谷，2007）。このような現状から，筆者は外来生物教

育はその発達に応じたかたちで行い，小学生にも必要だと考える。

２．目的

　そこで，筆者が作成した教材を用いて，小学校で外来生物の授業を行い，飼っている生物を自然に放

逐することの危険性を理解させる外来生物に関する教育の有効性の検討を本稿の目的とする。

３．方法

　本稿での研究は次のように進める。まず，小学生が外来生物について理解できそうな教材を筆者が作

成する。そのためには身の回りで見ることができる外来生物を扱う。さらに，外来生物を観察するため

の生体を用意し，プレゼンテーションソフト（Microsoft社 PowerPoint）に外来生物についての内容を

整理し，授業ではプロジェクタで投影した。

　授業実践では，作成した教材を沖縄県内小学校２校２クラスで使用した。小学校の理科の教科書には，

外来生物の説明はないが，外来生物の拡散を防ぐため，「かんさつが終わったら，元の場所にこん虫を放

そう」（養老ほか，2016）などと教科書に表記されている。このような教科書の文言を主発問とし，授業

をスタートさせた。そこから，生体の観察と作成教材を使用した授業を展開した。

　授業後，児童のワークシートより，教材と授業の考察を行った。ワークシートにおける，観察記録と主

発問への解答，授業で考えたことから本実践の考察を進めた。
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４．教材の開発

　⑴　主発問の設定

　先述したが，今回の授業実践では，教科書に記載されている文言を主発問とした授業を展開した。有

馬ほか（2015）の教科書には「観察がおわっても，自然の池や川にメダカを放したり，水草をすてたり

しない。」と記載れており（図１），そこから，「なぜ，自然の池や川にメダカや水草をすてていけないの

か」という発問を出した。また，霜田ほか（2015b）では「こん虫を野外へはなすときには，とってきた場

所いがいの場所に，はなしてはいけません。」とあり（図２），この文章から「なぜ，こん虫をとった場所

いがいで放してはいけないのか」という発問も用意した。授業実践は２クラスで行い，これらのクラス

の学年が異なるため，主発問とその元となる教科書は別に用意した。このような生物の放逐を禁止す

るような発問を行うのは，これらの発問への解答のためには，外来生物が現実世界に与えている知識

を有していることと，この知識を元にした思考を行う能力が児童に求められると考えたからである。

　⑵　教材開発

　多種ある外来生物の中から，今回はグッピー（Poecilia reticulata）とカダヤシ（Gambusia affinis）

を選定した。これらの２種は外来生物として沖縄に入り，拡散し，沖縄県内の至るところで見ること

ができる。宮崎・谷口（2009）によると，カダヤシと在来魚メダカの混生水域では，メダカ仔稚魚出現

頻度の低下，メダカの小型化，メダカの鰭の損傷を報告している。ここでは，種間競争による在来魚の

不利な状況が報告され，この報告から，多くの地域や環境で種間競争による在来生物数の減少が想像

できる。沖縄県内においても，在来の沖縄産ミナミメダカ（Oryzias latipes，以下　メダカ）に取って

替わってグッピーやカダヤシが身の回りでは見られるようになっている。これらを踏まえ，以下のよ

うな教材を用意した。

①　観察用生体

　児童が外来生物と在来生物を実際に観察するために，グッピーとメダカの生体を用意した。グッ

図１　教科書（水生生物放逐禁止）

出典：『新版　楽しい理科　５年』

（有馬ほか，2015）

図２　教科書（陸生昆虫放逐禁止）

主典：『みんなと学ぶ　小学校　理科　３年』

（霜田ほか，2015b）
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